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いて、特にゲノム DNA 抽出における破砕ビーズの有効性の検討、DNA 純度を改善させるため
の遠心操作の検討を行った。	 




ことが DNA 純度の低下を防いだ。約 25	 mm2の血液スポットから 150-300	 ng(吸光度による推
定値)のゲノム DNA が得られた。	 
(2)使用済み濾紙血検体からの DNA の回収量は(1)と比較して少なかったが、ゲノム・エ
ピゲノム解析が可能な量と質が得られた。DNA の量と質の分布について、検体数を増やして
報告する予定である。	 
	 
【結論】	 
使用済み新生児マススクリーニング濾紙血は、ゲノム・エピゲノム解析に有用な試料で
ある。疾患予防研究への利用方法を標準化すること、問題点を明らかにすることは重要で
ある。今後、濾紙血検体を用いて一般的な新生児における DNA メチル化の多様性を示す計
画である。 
 
